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作成年度使用資料

急傾斜地の崩壊 箇所名箇所番号地 番 図

地
番
図

方眼２００メートル間隔

図郭は表示してある座標値はメートル単位

(m)100500

S=1:2,500

著しい危害のおそれのある土地の区域:

危害のおそれのある土地の区域

土砂災害警戒区域等

平面直角座標値は世界測地系に対応

等高線の間隔は２メートル

高さの基準は東京湾の平均海面

投影は横メルカトル図法

よる第１２座標系

座標系は平成１４年国土交通省告示第９号の規定に

:

凡　例

札幌法務局証明の地図（法第１４条第１項） 平成２８年３月
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